
ぼくは人
ひと

見
み

知
し

りをするタイプです。でも、人
ひと

に

よってぼくに対
たい

する印
いん

象
しょう

は違
ちが

うと思
おも

います。ある

人
ひと

は、ぼくのことをおとなしいと思
おも

うかもしれません

が、別
べつ

の人
ひと

はよくしゃべるやつだと思
おも

うのではない

でしょうか。自
じ

分
ぶん

でも二
に

面
めん

性
せい

があると思
おも

います。時
とき

と場
ば

合
あい

に応
おう

じて、積
せっ

極
きょく

的
てき

にも消
しょう

極
きょく

的
てき

にもなりま

す。何
なに

も考
かんが

えていないように思
おも

われたりするので

すが、実
じつ

は何
なに

か言
い

ったあとで、「どうしよう」と思
おも

い悩
なや

んだりすることもあります。

まちなかよりいなかのほうが好
す

きなように、人
じん

工
こう

的
てき

なものよりは自
し

然
ぜん

のほうが好
す

きです。

■小
ちい

さいころ

ぼくは、1981年
ねん

に長
なが

崎
さき

県
けん
※3長
なが

崎
さき

市
し

で生
う

まれまし

た。生
う

まれたばかりのころは、ミルクをたくさん飲
の

んでいたそうです。生
う

まれてしばらくすると体
たい

重
じゅう

が少
すこ

し減
へ

るのがふつうなのですが、ぼくは逆
ぎゃく

に体
たい

重
じゅう

が増
ふ

えました。医
い

者
しゃ

から「生
せい

活
かつ

能
のう

力
りょく

がある子
こ

だ

ね」と言
い

われたそうです。よく眠
ねむ

り、おとなしくて

手
て

のかからない赤
あか

ん坊
ぼう

だったようです。

幼
よう

稚
ち

園
えん

のころは、おとなしく、口
くち

数
かず

の少
すく

ない子
こ

でした。家
いえ

の周
まわ

りは自
し

然
ぜん

が多
おお

かったので、幼
よう

稚
ち

園
えん

のころから、虫
むし

かごと網
あみ

を持
も

って山
やま

に行
い

って昆
こん

虫
ちゅう

を捕
と

っていました。昆
こん

虫
ちゅう

図
ず

鑑
かん

がぼろぼろになるま

で見
み

るほど昆
こん

虫
ちゅう

好
ず

きでした。

■小
しょう

学
がく

生
せい

のころ

小
しょう

学
がく

3年
ねん

生
せい

のとき、父
ちち

の転
てん

勤
きん

で兵
ひょう

庫
ご

県
けん

※1姫
ひめ

路
じ

市
し
※2に引

ひ

っ越
こ

すことになりました。ぼくにとって、

これは大
だい

事
じ

件
けん

でした。姫
ひめ

路
じ

と長
なが

崎
さき

では、文
ぶん

化
か

と

いうと大
おお

げさすぎますが、違
ちが

うところがたくさんあ

ります。まず、ことばが全
ぜん

然
ぜん

違
ちが

うし、住
す

んでいる人
ひと

の性
せい

格
かく

も違
ちが

うように感
かん

じました。それから、環
かん

境
きょう

も違
ちが

いました。長
なが

崎
さき

では、家
いえ

の周
まわ

りがみかん畑
ばたけ

で、学
がっ

校
こう

から帰
かえ

ると、1人
ひとり

で昆
こん

虫
ちゅう

を捕
つか

まえに行
い

っ

たりしていました。ところが、姫
ひめ

路
じ

では、公
こう

園
えん

は

あっても外
そと

で遊
あそ

ぶ子
こ

どもは少
すく

なく、だれかの家
いえ

に

集
あつ

まってテレビゲームで遊
あそ

ぶのがふつうでした。

環
かん

境
きょう

やことばの違
ちが

いに、ぼくはすっかりとま

どってしまいました。新
あたら

しい環
かん

境
きょう

になかなかな

じめず孤
こ

独
どく

感
かん

を味
あじ

わうこともありました。

そして、転
てん

校
こう

してきた年
とし

の10月
がつ

、遠
えん

足
そく

に行
い

った

とき、かなり高
たか

い遊
ゆう

具
ぐ

から落
お

ちて、左
ひだり

腕
うで

を骨
こっ

折
せつ

し

て入
にゅう

院
いん

しました。2、3週
しゅう

間
かん

入
にゅう

院
いん

したことがきっ

かけとなって、「保
ほ

健
けん

室
しつ

登
とう

校
こう

」をするようになりまし

た。つまり、学
がっ

校
こう

には行
い

くのですが、教
きょう

室
しつ

ではな

く、保
ほ

健
けん

室
しつ

でずっと過
す

ごしていたのです。そのと
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きは、保
ほ

健
けん

室
しつ

の先
せん

生
せい

がいろいろと話
はなし

を聞
き

いてくれ

ました。でも、4年
ねん

生
せい

になると、その保
ほ

健
けん

室
しつ

の先
せん

生
せい

が他
た

校
こう

に移
うつ

ってしまい、保
ほ

健
けん

室
しつ

に行
い

くこともな

くなりました。そして、家
いえ

に閉
と

じこもるようになりま

した。そんなぼくを両
りょう

親
しん

は心
しん

配
ぱい

して、海
うみ

や川
かわ

へ釣
つ

りに連
つ

れていったりしてくれました。夏
なつ

休
やす

みなどに

は、長
なが

めの旅
りょ

行
こう

にもよく出
で

かけました。冬
ふゆ

には信
しん

州
しゅう

に行
い

って、初
はじ

めてスキーも経
けい

験
けん

しました。

このころ、ぼくの身
み

近
ぢか

にいて、なぐさめてくれた

のはペットでした。そのころ家
いえ

にいたのは、亀
かめ

1匹
ぴき

と猫
ねこ

2匹
ひき

、そして犬
いぬ

1匹
ぴき

です。ちなみに、現
げん

在
ざい

は、

亀
かめ

が4匹
ひき

、猫
ねこ

が3匹
びき

、犬
いぬ

が2匹
ひき

、それから小
こ

鳥
とり

が4

羽
わ

います。動
どう

物
ぶつ

のほか、植
しょく

物
ぶつ

にも興
きょう

味
み

があって、

いろいろな植
しょく

物
ぶつ

の名
な

前
まえ

を覚
おぼ

えました。今
いま

でも、植
しょく

物
ぶつ

を見
み

たり育
そだ

てたりするのが好
す

きで、ときどき園
えん

芸
げい

店
てん

などに寄
よ

って、鉢
はち

植
う

えなどを買
か

います。

■中
ちゅう

学
がく

生
せい

のころ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に進
しん

学
がく

してから、クラスメイトの顔
かお

ぶれ

は変
か

わりましたが、学
がっ

校
こう

を休
やす

みがちで、周
しゅう

囲
い

にな

じめない点
てん

は変
か

わりませんでした。家
か

族
ぞく

との関
かん

係
けい

もあまりよくありませんでした。両
りょう

親
しん

や兄
あに

、妹
いもうと

と口
くち

をほとんどきくこともなく、食
しょく

事
じ

は1日
にち

に一
いち

度
ど

とる

だけでした。1日
にち

の大
たい

半
はん

を、家
いえ

にある本
ほん

を読
よ

んで

過
す

ごしました。だれとも顔
かお

をあわせたくなくて、部
へ

屋
や

から出
で

ませんでした。ペットにも接
せっ

しませんで

した。

このころ、「いい高
こう

校
こう

に行
い

って、大
だい

学
がく

に進
すす

んで、

安
あん

定
てい

した企
き

業
ぎょう

のサラリーマンになる」ことを両
りょう

親
しん

が期
き

待
たい

していることになんとなく気
き

づいていまし

た。両
りょう

親
しん

が思
おも

いえがいているような道
みち

から、は

ずれてしまった自
じ

分
ぶん

の苦
くる

しい気
き

持
も

ちをわかってほ

しいと思
おも

っていました。でも、そのことを両
りょう

親
しん

に

は言
い

いませんでした。言
い

ってもしかたがないと思
おも

っていたからです。「なるようになれ」というすてば

ちな気
き

持
も

ちもありました。しかし、その一
いっ

方
ぽう

で、毎
まい

日
にち

学
がっ

校
こう

に通
かよ

う「ふつうの生
せい

活
かつ

」がしたいという思
おも

いが少
すこ

しずつ強
つよ

くなっていました。

そんなとき、転
てん

機
き

が訪
おとず

れました。3年
ねん

生
せい

の10月
がつ

、

久
ひさ

しぶりに登
とう

校
こう

したある日
ひ

のことです。英
えい

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で、先
せん

生
せい

が県
けん

内
ない

の私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

3校
こう

を紹
しょう

介
かい

してくれ

ました。そのひとつが市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

でした。姫
ひめ

路
じ

で

は、私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

は公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

に落
お

ちた人
ひと

が行
い

くとこ

ろだというイメージを抱
いだ

いている人
ひと

もいます。で

も、先
せん

生
せい

の説
せつ

明
めい

を聞
き

いて、私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

には公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

にないよさもあるかもしれないと思
おも

いました。そ

れに、出
しゅっ

席
せき

日
にっ

数
すう

が少
すく

ないぼくにとって、内
ない

申
しん

書
しょ

※4

が重
じゅう

視
し

される公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

は不
ふ

利
り

でした。市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

には推
すい

薦
せん
※5制
せい

度
ど

というのがあって、推
すい

薦
せん

の枠
わく

に入
はい

れば、内
ない

申
しん

書
しょ

がよくなくても入
はい

れることを知
し

りまし

た。このことを知
し

ったときは、うれしかった。これ

が、ぼくに与
あた

えられた最
さい

後
ご

のチャンスかもしれな

いと思
おも

いました。すぐに担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

に、「推
すい

薦
せん

で

市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

を受
じゅ

験
けん

したい」と相
そう

談
だん

しました。ぼくの

希
き

望
ぼう

を理
り

解
かい

してくれた担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

は、条
じょう

件
けん

を出
だ

しました。それは、「明日
あし た

からきちんと登
とう

校
こう

する」

ということでした。突
とつ

然
ぜん

登
とう

校
こう

するようになったぼ

くに対
たい

して、「がんばれよ」と声
こえ

をかけてくれるク

ラスメイトもいました。担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

の応
おう

援
えん

もあっ

て、ぼくは「やるしかない」という気
き

持
も

ちで、必
ひっ

死
し

で学
がっ

校
こう

に行
い

き、塾
じゅく

にも通
かよ

いました。そして、無
ぶ

事
じ

合
ごう

格
かく

しました。両
りょう

親
しん

も、ぼくが自
じ

分
ぶん

で選
えら

んだ高
こう

校
こう

2 吉田功二郎……よしだこうじろう



に合
ごう

格
かく

したことを心
こころ

から喜
よろこ

んでくれました。

■市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

へ

市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

に入
はい

って、悪
わる

いイメージをもたれない

ように、ぼくは努
つと

めて明
あか

るくふるまいました。それ

までの経
けい

験
けん

から、「なめられちゃだめだ」という思
おも

いがあったからです。そして、弓
きゅう

道
どう

部
ぶ

に入
はい

り、多
おお

くの友
ゆう

人
じん

ができました。また、自
じ

分
ぶん

で目
もく

標
ひょう

を決
き

め

て、その目
もく

標
ひょう

に向
む

かってがんばることのおもしろ

さもわかってきました。たとえば、2ヵ月
げつ

後
ご

に漢
かん

字
じ

検
けん

定
てい

試
し

験
けん

をうけるという目
もく

標
ひょう

をつくり、がんばる。

がんばった結
けっ

果
か

、合
ごう

格
かく

する。次
つぎ

にまた違
ちが

う目
もく

標
ひょう

をつくる。初
はじ

めて自
じ

分
ぶん

の力
ちから

で学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

をきりひら

いているという実
じっ

感
かん

がもてました。

そして、いろいろな道
みち

があることを知
し

りました。

市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

の卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

の進
しん

路
ろ

はさまざまです。就
しゅう

職
しょく

する人
ひと

もいれば、専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

※6に行
い

く人
ひと

もいるし、

大
だい

学
がく

に行
い

く人
ひと

もいる。両
りょう

親
しん

が思
おも

いえがいている

道
みち

だけではないことを知
し

ったのです。ぼくの視
し

野
や

は広
ひろ

がりました。そして、前
まえ

向
む

きになりました。現
げん

在
ざい

まで、無
む

遅
ち

刻
こく

、無
む

欠
けっ

席
せき

です。

■弓
きゅう

道
どう

部
ぶ

同
おな

じ中
ちゅう

学
がっ

校
こう

出
しゅっ

身
しん

の同
どう

級
きゅう

生
せい

から誘
さそ

われたので、

弓
きゅう

道
どう

部
ぶ

に入
にゅう

部
ぶ

しました。ぼく自
じ

身
しん

、もともと弓
きゅう

道
どう

に興
きょう

味
み

もありました。3年
ねん

生
せい

から部
ぶ

長
ちょう

をつとめて

います。放
ほう

課
か

後
ご

、2時
じ

間
かん

ぐらい練
れん

習
しゅう

します。現
げん

在
ざい

、

初
しょ

段
だん

です。

弓
きゅう

道
どう

は、スポーツ系
けい

と文
ぶん

科
か

系
けい

の中
ちゅう

間
かん

に位
い

置
ち

す

るような武
ぶ

道
どう

だと思
おも

います。弓
きゅう

道
どう

は、矢
や

を的
まと

に当
あ

てるかどうかだけではなく、入
にゅう

場
じょう

してから退
たい

場
じょう

するまでの作
さ

法
ほう

も大
たい

切
せつ

です。ちょっと堅
かた

苦
くる

しいと

思
おも

うときもありますが、作
さ

法
ほう

は必
ひつ

要
よう

なことだろうと

思
おも

います。ぼくは弓
ゆみ

を引
ひ

くときがいちばん好
す

きで

す。そのときは何
なに

も考
かんが

えていません。その無
む

の状
じょう

態
たい

が好
す

きなのです。

弓
きゅう

道
どう

を続
つづ

けることで、忍
にん

耐
たい

力
りょく

や持
じ

続
ぞく

力
りょく

を得
え

る

ことができました。それまでぼくは何
なに

かひとつの

ことを最
さい

後
ご

までやりとおすことが苦
にが

手
て

だったので

すが、弓
きゅう

道
どう

を3年
ねん

間
かん

続
つづ

けられたこと、さらに部
ぶ

長
ちょう

としてみんなをまとめてこられたことは、大
おお

きな自
じ

信
しん

につながりました。「自
じ

分
ぶん

にもできるんだ」とい

う自
じ

信
しん

は、将
しょう

来
らい

の目
もく

標
ひょう

にもつながっていきまし

た。それまで、ぼんやりと考
かんが

えていた「獣
じゅう

医
い

」とい

う目
もく

標
ひょう

が明
めい

確
かく

なものになったのです。

■市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

について

当
とう

初
しょ

、市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

にはあまりいいイメージはもっ

ていませんでした。しかし、その半
はん

面
めん

、市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

が「ふつうの生
せい

活
かつ

」ができるチャンスをぼくに与
あた

え

てくれるだろうという期
き

待
たい

もありました。市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

には勉
べん

強
きょう

にうちこむ人
ひと

、部
ぶ

活
かつ

に励
はげ

む人
ひと

、趣
しゅ

味
み

に

没
ぼっ

頭
とう

する人
ひと

など、とにかく、いろいろな個
こ

性
せい

をもっ

た人
ひと

たちがいます。そういった人
ひと

たちがぼくの固
こ

定
てい

的
てき

な考
かんが

えを改
あらた

めてくれました。

ぼくは、市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

に入
にゅう

学
がく

して、努
ど

力
りょく

することの

楽
たの

しさを覚
おぼ

えたり、弓
きゅう

道
どう

部
ぶ

の部
ぶ

長
ちょう

をつとめたり、

以
い

前
ぜん

のぼくには考
かんが

えられない生
せい

活
かつ

を送
おく

っていま

す。ぼくにとって、いわば人
じん

生
せい

のスタートラインと

なった学
がっ

校
こう

なので、恩
おん

人
じん

のように感
かん

じています。
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小
ちい

さいころから、「獣
じゅう

医
い

」という仕
し

事
ごと

はとても身
み

近
ぢか

なものでした。ペットをたくさん飼
か

っていたの

で、ペットを病
びょう

院
いん

に連
つ

れていくことも多
おお

く、「獣
じゅう

医
い

」

に自
し

然
ぜん

と興
きょう

味
み

をもつようになりました。そして、テ

レビや新
しん

聞
ぶん

などで、ペットだけではなく、家
か

畜
ちく

や

野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

を診
み

ることも獣
じゅう

医
い

の仕
し

事
ごと

であることを知
し

り、野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

を保
ほ

護
ご

するという仕
し

事
ごと

に大
おお

きな魅
み

力
りょく

を感
かん

じるようになりました。

自
し

然
ぜん

界
かい

に生
せい

息
そく

している多
おお

くの野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

は、本
ほん

来
らい

なら人
ひと

の手
て

を借
か

りずに生
い

きていけるはずなの

に、今
いま

では自
じ

分
ぶん

たちの能
のう

力
りょく

だけでは生
い

きていけ

ない状
じょう

況
きょう

にあると思
おも

います。たとえば、鉛
なまり

玉
だま

を

飲
の

みこんでしまった鳥
とり

は、自
じ

分
ぶん

ではどうすること

もできません。人
にん

間
げん

のせいで傷
きず

ついた動
どう

物
ぶつ

は、人
にん

間
げん

しか助
たす

けることができません。このような野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

を助
たす

けてやりたいと思
おも

っています。

以
い

前
ぜん

、飼
か

っていた猫
ねこ

が捕
と

ってきた鳥
とり

を世
せ

話
わ

した

ことが何
なん

度
ど

かあります。傷
きず

ついて飛
と

べなくなった

鳥
とり

が、ぼくの手
て

当
あ

てで元
げん

気
き

になり、手
て

元
もと

から飛
と

ん

でいく姿
すがた

を見
み

て、何
なん

とも言
い

えない充
じゅう

実
じつ

感
かん

を覚
おぼ

えま

した。獣
じゅう

医
い

になって、もっとたくさんの動
どう

物
ぶつ

を元
げん

気
き

にすることができれば、本
ほん

当
とう

に幸
しあわ

せだと思
おも

いま

す。

■ぼくの家
か

族
ぞく

両
りょう

親
しん

、2
ふた

つ上
うえ

の兄
あに

、2
ふた

つ下
した

の妹
いもうと

、ぼくの5人
にん

家
か

族
ぞく

です。ぼくの家
か

族
ぞく

はみんなで集
あつ

まってワイワイとに

ぎやかに騒
さわ

ぐことはあまりありません。どちらか

と言
い

えば、静
しず

かです。でも、ぼくにとって、家
か

族
ぞく

はいつも近
ちか

くにいるのがあたりまえの存
そん

在
ざい

です。

もしいなくなったら、「ぼくはどこに帰
かえ

ればいい

の？」と途
と

方
ほう

にくれるのではないかと思
おも

います。中
ちゅう

学
がく

生
せい

のときは、両
りょう

親
しん

とあまり話
はなし

をすることはありま

せんでしたが、ぼくが市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

に進
しん

学
がく

したいと言
い

ったとき母
はは

は心
こころ

から喜
よろこ

んでくれました。そんな母
はは

の姿
すがた

を見
み

て、ぼくもうれしかったことを覚
おぼ

えていま

す。父
ちち

は仕
し

事
ごと

に忙
いそが

しく、ぼくら子
こ

どもたちには無
む

関
かん

心
しん

だと思
おも

っていました。でも、最
さい

近
きん

、進
しん

路
ろ

の話
はなし

をするようになって、そうではなかったことを知
し

り

ました。それもやはりうれしかったことです。

母
はは

とはよく話
はなし

をします。母
はは

も動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

が好
す

き

なので、話
はなし

がよくあうのです。ぼくは、基
き

本
ほん

的
てき

にだ

れにも相
そう

談
だん

しないで、何
なに

ごとも1人
ひとり

で考
かんが

えて決
き

め

ます。でも、決
き

めていても、母
はは

に相
そう

談
だん

するように

話
はなし

をします。たとえば、英
えい

語
ご

の検
けん

定
てい

試
し

験
けん

をうける

ことを決
き

めているときも、「英
えい

語
ご

の検
けん

定
てい

試
し

験
けん

、うけ

ようかなあ」というように母
はは

に話
はな

すのです。母
はは

は、

ぼくがすでに決
き

めていることを知
し

ってか知
し

らず

か、「いいんじゃない」と賛
さん

成
せい

してくれます。ぼくの

気
き

持
も

ちを尊
そん

重
ちょう

してくれているのだと思
おも

います。

高
こう

校
こう

2年
ねん

生
せい

のとき、母
はは

に「わたしたちは、『いい学
がっ

校
こう

に入
はい

って、いい会
かい

社
しゃ

に就
しゅう

職
しょく

する』のが幸
しあわ

せだと

思
おも

っていたのよ」とうちあけられました。「ぼくの感
かん

じていたとおりだったんだ」と思
おも

いましたが、その

ときは、獣
じゅう

医
い

になるという目
もく

標
ひょう

をもっていたので、

いやな感
かん

じはしませんでした。むしろ、親
おや

が子
こ

ど

もに期
き

待
たい

するのは当
とう

然
ぜん

なことで、何
なに

も期
き

待
たい

されな
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家
か

族
ぞく

・友
とも

だち

将
しょう

来
らい

について



かったら寂
さび

しいことです。親
おや

に期
き

待
たい

されるのは、

むしろ幸
しあわ

せなことだと思
おも

うようになっていました。

■ぼくの友
とも

だち

ぼくにとって、友
ゆう

人
じん

は気
き

がねなしにつきあえる

存
そん

在
ざい

です。落
お

ちこんでいるときに、悩
なや

みを聞
き

いて

もらうのではなく、いっしょに騒
さわ

いだりしているう

ちに悩
なや

みを忘
わす

れることができる、そういう存
そん

在
ざい

で

す。ぼくは人
ひと

をよくからかいます。だから、気
き

がね

なくからかうことができる人
ひと

、つまりよけいな気
き

を

つかわずに意
い

思
し

の疎
そ

通
つう

ができるかできないかが、

友
ゆう

人
じん

としてつきあえるかどうかのポイントだと思
おも

います。

■今
いま

住
す

んでいるまち、姫
ひめ

路
じ

市
し

姫
ひめ

路
じ

と言
い

えば、世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

にも指
し

定
てい

されている

姫
ひめ

路
じ

城
じょう

※7は圧
あっ

巻
かん

だと思
おも

います。今
いま

住
す

んでいる「城
しろ

見
み

台
だい

」はその名
な

のとおり、城
しろ

の見
み

える台
だい

地
ち

で、夜
よる

になるとライトアップされた姫
ひめ

路
じ

城
じょう

がうかんで見
み

え

ます。本
ほん

当
とう

にきれいな景
けい

観
かん

です。市
し

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

に

出
で

ると、ごみごみしていて少
すこ

し苦
にが

手
て

です。どちら

かというと、にぎやかなまちなかはあまり好
す

きで

はありません。姫
ひめ

路
じ

城
じょう

周
しゅう

辺
へん

は年
ねん

中
じゅう

、地
じ

元
もと

の人
ひと

は

もちろん国
こく

内
ない

外
がい

から人
ひと

々
びと

が訪
おとず

れます。姫
ひめ

路
じ

城
じょう

を

中
ちゅう

心
しん

にいつも活
かっ

気
き

にあふれているまち、それが

姫
ひめ

路
じ

だと思
おも

います。

■生
う

まれたまち、長
なが

崎
さき

市
し

幼
おさな

いころ住
す

んでいた長
なが

崎
さき

は理
り

屈
くつ

ぬきで何
なに

から

何
なに

まで好
す

きです。今
いま

でも、テレビなどで長
なが

崎
さき

のま

ちなみが紹
しょう

介
かい

されているのを目
め

にすると、すぐに

でも行
い

きたくなります。でも、それは過
か

去
こ

のいい

おもいでがあるからで、あくまで過
か

去
こ

は過
か

去
こ

だと

思
おも

っています。過
か

去
こ

をときどきなつかしむのはい

いけれど、今
いま

が何
なに

より大
たい

切
せつ

です。これは、市
いち

川
かわ

高
こう

校
こう

で自
じ

分
ぶん

の居
い

場
ば

所
しょ

をきちんときずけたから言
い

え

ることだと思
おも

います。
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ぼくのまち


